
 

令和 2年度当初予算編成に寄せられた意見と市の考え方について 

 
（１）意見募集結果 

意見募集期間 令和元年 12 月 13 日～令和元年 12月 27 日 

意見募集結果 提出者数 １名、 提出件数 3 件 

意見に対する対応 意見を参考に案を修正したもの 0件 

 

 
（２）意見内容と市の考え方 

№ 
提出された意見の内容 

※原文のまま掲載してあります 
意見に対する考え方 

案の修正

の有無 

1 昨年までの当初予算案と比較

して、資料が極端に少なくなっ

た。最大の変化は暦年の比較が

全くできなくなったこと。次に

給与などの表や基金の項目別

の表が見当たらないこと。なぜ

こんなにたくさんのデータを

公表しなくなったのか？ 
 

今年度より、決算の概要や給与、市

税に関する内容に関して、既に佐倉

市ホームページで公開されている

情報については、意見公募資料から

除かせていただきました。 

ご意見につきましては参考とさせ

ていただき、今後も公開資料に関し

ては適宜見直しを行い、よりわかり

やすい情報提供に努めてまいりま

す。 

 

決算に関する詳細なデータについ

ては

http://www.city.sakura.lg.jp/cm

sfiles/contents/0000025/25811/H

30kessannjyokyo.pdf 

給与に関する情報については 

http://www.city.sakura.lg.jp/00

00004266.html 

市税の概要については 

http://www.city.sakura.lg.jp/00

00019685.html 

に公開しております。 
 

無 

2 2020 年度予算編成方針につい

ての岩井企画部長の各部（局、

室）長への依頼文を読んで思う

ことは、この手紙は内部向けの

ものなので関係者はそれなり

に理解できるのかもしれない

が、一市民から見るととても奇

異に感じられる。理由は以下の

通り： 

企画政策部長名で通達した「令和２

年度予算編成方針について」は、予

算編成の基本方針や留意事項など、

各部局室予算要求するための方針

を示したものであり、予算案の説明

資料とは異なります。市民向けの説

明資料は、２月中旬頃に佐倉市当初

予算（案）の概要として公表させて

いただいております。 

無 



№ 
提出された意見の内容 

※原文のまま掲載してあります 
意見に対する考え方 

案の修正

の有無 

１） 最初が日本国全体

の経済、社会状況について

政府の言い分を並べてい

る。この部分は導入として

必要なのかもしれないが、

肝心の佐倉市の経済、社会

状況はどうなのか不明。少

子化などのことも重要だ

が、現状分析が大事だ。市

内の産業はどうなっている

のか？第 1 次産業は？第 2
次産業は？第 3 次産業はな

どなど。6 次産業の進展は？

社会状況はどうなのか？婚

活イベントを導入してから

若い人の定住が横ばいなの

か？増えているのか？減少

しているのか？出生数はど

うなっているのか？大上段

の話は新聞などが取り上げ

ているから多くの市民もそ

れなりに知っているかもし

れないが、佐倉のことにつ

いては皆知らないといって

よい。議会で質問されなけ

れば全く分からないのが現

実だ！ 
２） 財政に関して、「財

政調整基金」が減少したこ

とをかなり強調している

が、なぜ減ったのか？監査

報告書はどういっているの

か？問題は、佐倉市財政規

模でどれくらい財政調整基

金があればよいのかをしっ

かり議論したことがあるの

か？一度も議会質問で聞い

たことがない。多ければ多

いほどいいというものでは

なく、その根拠をきちんと

することが先決であろう。

今回はその他の基金残高が

出ていないので残念ながら

それらについて何にも言え

なお、財政調整基金の残高は、標準

財政規模の１０％から２０％が適

正と考えられておりますが、年度間

の財政調整や大規模災害への対応

など、緊急事態への財源として活用

するべきものでありますことから、

適切な財政運営に留意した上で、将

来起こり得る不測の事態に備え、財

政収支のバランスをとりつつ可能

な限り積み立てる必要があると考

えます。 
  

 



№ 
提出された意見の内容 

※原文のまま掲載してあります 
意見に対する考え方 

案の修正

の有無 

ない。「市庁舎建替え基金」

も数十億あるはずだ。金ば

かりため込んで。公民館を

有料化し、スポーツ施設の

利用料も上げるのは、市民

に利用をするなと言ってい

るようにも見える。 
３） 災害対策や老朽化

したインフラの更新を強調

しているが、事業項目のど

こを見たら、そうしたこと

が読み取れるのか？単年度

だけではわからない。重要

であれば年度ごとの変遷を

載せるべき。それ以外にも

強調されている箇所が多々

あるが一体どこを見れば強

調されている意味を理解で

きるのだろうか？ 
４） 来年は大事な第五

次総合計画の初年度である

と強調している。総合計画

の目玉が何なのかの説明も

ないし、この予算案のどれ

がそれなのかも全く分から

ない。 
 

3 総じて言えることは、これらの資料

からではどこをどう読めば来年度

の予算案の目玉が実現されている

か理解できるようになっていない

こと。更に言えば来年から始まる大

事な第五次総合計画と今回の予算

案がどうつながっているのかが説

明されていないこと。ところで第五

次総合計画の骨子は佐倉市市報に

掲載されていたのか？多くの市民

は関心がないのかもしれないが、無

関心な市民が少しでも関心が持て

るような工夫をしてほしい。 
 

予算編成におきましては、要求状況

に関しての意見公募や第５次総合

計画に基づき、要求内容について精

査を行い、議会提出に向けて予算案

として編成してまいります。予算案

として整いましたら佐倉市ホーム

ページで令和２年度当初予算（案）

について概要及び説明資料を公開

させていただきます。 

なお、第５次総合計画の骨子に関し

てはこうほう佐倉の８月１５日号

で意見公募を行っており、進捗につ

いてもホームページで公開してお

ります。 

 

 

 

無 


